
       東京都立飛鳥高等学校 全日制課程 令和７年度 入学者選抜（概要） 令和６年10月 

     
本校の期待する生徒の姿  

飛鳥高校は、「国際社会で健やかにたくましく生き抜く力」「個性や特性を大きく伸ばす豊かな創造力」「社会に貢献でき

る能力・態度」の育成を教育目標とする単位制普通科高校です。国際理解教育、演劇コンクール、日本の伝統文化や多言語等

授業といった特色ある教育活動を通じて、幅広い教養を身に付け、主体的にかつグローバルに活躍する生徒を育成します。本

校の教育方針を理解し、以下の項目のいずれかに該当する生徒の入学を期待します。 

１ 英語や国際交流に関心をもち、将来、国際化が進む社会で活躍しようという意欲ある生徒 

２ 四年制大学等を目指す高い学習意欲を有し、探究心が旺盛で主体的に学ぶ生徒 

３ 個性を認め合い、他者と協働して粘り強く努力する生徒 

４ 学習活動と部活動等を両立させ、積極的に学校生活を送る生徒 

５ 芸術文化活動に関心をもち、豊かな想像力とコミュニケーション能力をもつ生徒 

※ 特に推薦選抜においては、読解力と表現力に優れ、英語評定が４以上であることが望ましい。 

 

Ⅰ 推薦に基づく選抜  

１ 募集人員 ４３名 ※文化・スポーツ等特別推薦を含む。 （一般推薦には男女別定員はありません。） 

２ 応募資格（概要） 

令和6年12月31日現在都内の中学校等に在籍し、令和7年3月に都内の中学校を卒業する見込みで、保護者とともに

都内に在住し、志願する都立高校を第１志望とし、当推薦に志願する意思があり、中学校長の推薦を受けた者。 

３ 日 程 

（１）出願日     令和7年1月 9日（木）から1月16日（木）まで（インターネット出願及び必要書類の郵送） 

（２）検査の実施日  令和7年1月26日（日）、27日（月） 

作文（一般推薦、文化・スポーツ等特別推薦）/個人面接（一般推薦）/実技・面接（文化・スポーツ等特別推薦） 

（３）合格発表    令和7年1月 31日（金） 午前8時30分（専用サイトに掲載） 午前9時30分（校内掲示） 

（４）入学手続    令和7年1月 31日（金） 午前9時30分～午後3時30分 

  令和7年2月  3日（月） 午前9時～正午 

４ 選抜方法 

（Ａ）一般推薦 

（１）作文  （昨年度は５０分で７００字以内の作文） 

作文の評価の観点 

■ 題意を適切に捉え、論旨が整っているか。  ■ 考え方に妥当性があり、独善的でないか。 

■ 自分の考え・主張が表されているか。    ■ 適切な文章表現ができているか。  

（２）面接 個人面接  

個人面接の評価の観点 

■ コミュニケーション能力          ■ 目的意識 

■ 思考力・判断力・表現力          ■ 生活態度 

（３）選考  調査書、面接等、作文の結果を総合的に踏まえ、合格者を決定する。調査書は評定を用いる。 

配点 ①調査書（５００） ②面接（２５０） ③作文（２５０） 合計１０００点満点 

（Ｂ）文化・スポーツ等特別推薦 

（１）作文：一般推薦に同じ   面接：個人面接 

（２）実技 

内容 
男

女 
検  査  内  容 持参するもの 

英語 
男

女 
○英語による問答 ・なし 

サッカー 女 

１ ５０ｍ走 

２ リフティング 

３ ドリブル 

４ パス 

５ シュート 

６ ゲーム形式（人数に応じて） 

雨天時 

１ 20ｍ往復走 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

・運動着 

・運動靴（屋外用） 

・スパイク 

・体育館シューズ 

・すね当て 

・ゴールキーパーはキーパーグローブ 

※ 必ず運動靴（屋外用）、スパイク、

体育館シューズの全てを持参すること 

バスケット

ボール 
女 

１ ハーフラインへのパスからドリブルシュート（左右） 

 ２ ボールを与え、得意なプレーを４プレー 

 ３ ３対３でのオールコートでのゲーム 

・運動着 

・バスケットボールシューズ 

（体育館シューズも可） 

 

左に同じ 



（３）選考 調査書、面接、作文、実技検査の結果を総合的に踏まえ、合格者を決定する。調査書は評定を用いる。 

内容 
人

数 
文化・スポーツ等特別推薦の基準 評

定 

調
査
書 

面
接 

作
文 

実
技
検
査 

今後３年間の数値目標等 

英語 

男

女 

・ 

３  

以下の全てに当てはまる者 

○調査書の英語の観点別評価の全ての観点が「Ａ」である者 

○実用英語技能検定２級以上相当の能力を有する者 

○将来、英語を活用した職業に就く気持ちを強くもち、本校

の指定した英語の科目を履修することにより国内外の大学

への進学を目指す者 

○ディベート、スピーチコンテスト、英語論作文等の各種大

会出場を目指す者 

○本校の指導方針に従い学校生活を送ることのできる者 

○ 300 
個人 

200 

作文 

200 
300 

○四年制大学への進学 

○実用英語技能検定における

上位級取得 

サッカー 

女 

・ 

５ 

以下の全てに当てはまる者 

○本校の指導方針に従い、部活動と学業を両立することがで

きる者 

○入学後もサッカー部に所属して３年間活動する意志のある

者 

○優れた技能と高い運動能力、リーダーシップを有する者 

（ゴールキーパーを希望する者も含む。） 

○ 200 
個人 

200 

作文 

200 
400 

○東京都の大会２位以内（関東

大会出場の常連校） 

○関東大会３位以内 

（全国大会出場） 

○全国大会優勝 

バスケット

ボール 

女 

・ 

４ 

以下の全てに当てはまる者 

○中学校の３年間バスケットボール部に所属し、各大会で中

心的な役割を果たして活躍した者 

○入学後もバスケットボール部に所属して３年間活動する意

志のある者 

○本校の指導方針に従い学校生活を送ることのできる者 

○ 200 
個人 

200 

作文 

200 
400 

○関東高等学校女子バスケッ

トボール大会東京都予選ベ

スト８以上（関東大会出場） 

 

Ⅱ 学力検査に基づく選抜（第一次募集） 

１ 募集人員  １７０名 （男女別定員はありません。） 

２ 応募資格（概要） 

都立高校の「推薦に基づく選抜」や「在京外国人生徒等対象」などの合格者以外の者で、以下の項目のいずれかに該当

し、入学日までに保護者とともに都内に住所を有し、入学後も引き続き都内から通学することが確実な者。 

（１）令和7年3月に中学校等を卒業する見込みの者。 

（２）中学校等を卒業した者。 

（３）学校教育法施行規則第95条に規定する各号のうち一つに該当する者。 

３ 日 程 

（１）出願期間      令和7年1月30日（木）から2月5日（水）まで（インターネット出願及び必要書類の郵送） 

（２）志願の変更 

①願書の取下げ   令和7年2月12日（水）午前9時～午後3時 

②願書の再提出   令和7年2月13日（木）午前9時～正午 

（３）学力検査日     令和7年2月21日（金）午前8時30分  集合 

（４）合格発表      令和7年3月 3 日（月）午前8時30分（専用サイトに掲載） 午前9時30分（校内掲示） 

（５）入学手続      令和7年3月 3 日（月）午前9時30分～午後3時30分 

  令和7年3月 4 日（火）午前9時～正午 

４ 学力検査 

（１）検査教科      国語・数学・英語・社会・理科の５教科で、都立高等学校共通問題を使用する。 

（２）配点        各教科１００点満点で採点する。５００点（１００点×５教科） 

５ 総合得点及び選考 

（１）調査書の取扱い   調査書の評定数値：学力検査教科は１倍、他の教科は２倍 

（２）総合得点      ①学力検査の得点 ７００点（換算後） ②調査書 ３００点（換算後） 

③中学校英語スピーキングテスト ２０点（換算後）  合計１０２０点満点 

（３）選考        上記①～③により合格者を決定する。 

 

Ⅲ 在京外国人生徒対象  

  ４月入学生徒の選抜 

１ 募集人員 ２０名 

２ 応募資格 

東京都教育委員会が応募資格確認を実施します。東京都教育委員会のホームページをご確認ください。 

３ 日 程 

（１）出願日       令和7年 1月21日（火）午前9時～午後3時 令和7年1月22日（水）午前9時～正午 

（２）作文・面接の実施日 令和7年 1月26日（日）午前8時30分  集合 

（３）作文        日本語又は英語による作文（50分） 



（４）面接        日本語又は英語による個人面接 

（５）合格発表      令和7年1月31日（金）午前8時30分（専用サイトに掲載） 午前9時30分（校内掲示） 

（６）入学手続      令和7年1月31日（金）午前9時30分～午後3時30分  

令和7年2月 3 日（月）午前9時～正午 

Ⅳ 過去の入学者選抜 
年 

度 
募集人員 応募者数 合格者数 倍率 募集人員 応募者数 応募倍率 

令 

和 

６ 

年 

度 

推 薦 に 基 づ く 選 抜 学 力 検 査 に 基 づ く 選 抜 

 

43 

 

 

* は 

内数 

一 般 

男28 

女79 

計107 

男7 

女24 

計31 

 

2.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

170 

 

男81 

女88 

計169  

 

 

1.0 

特英語 
*男0 

*女6 

男0 

女3 

特バスケ *女5 女4 
在京外国人生徒対象（４月入学） 

 

20 

男23 

女19 

計42 

2.1 

 
特サッカー *女6 女5 

令 

和 

５ 

年 

度 

推 薦 に 基 づ く 選 抜 学 力 検 査 に 基 づ く 選 抜 

 

43 

 

 

* は 

内数 

一 般 

男26 

女59 

計85 

男6 

女30 

計36 

 

2.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

170 

 

男93 

女98 

計 191 

 

 

1.1 

特英語 
*男0 

*女1 

男0 

女0 

特バスケ *女3 女3 
在京外国人生徒対象（４月入学） 

 

20 

男12 

女16 

計28 

 

1.4 
特サッカー *女4 女4 

令 

和 

４ 

年 

度 

推 薦 に 基 づ く 選 抜 学 力 検 査 に 基 づ く 選 抜 

 

43 

 

 

* は 

内数 

一 般 

男27 

女97 

計124 

男4 

女29 

計33 

 

2.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

170 

 

男71 

女131 

計 202 

 

 

1.2 

特英語 
*男1 

*女2 

男0 

女1 

特バスケ *女6 女4 
在京外国人生徒対象（４月入学） 

 

20 
男10 

女9 

計19 

 

0.9 

特サッカー *女17 女5 

令 

和 

３ 

年 

度 

推 薦 に 基 づ く 選 抜 学 力 検 査 に 基 づ く 選 抜 

 

35 

 

 

* は 

内数 

一 般 

男19 

女82 

計101 

男1 

女24 

計25 

 

2.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

138 

 

男55 

女98 

計153  

 

 

1.1 

特英語 
*男2 

*女2 

男1 

女1 

特バスケ *女6 女4 
在京外国人生徒対象（４月入学） 

 

20 
男19 

女22 

計41 

 

2.1 
特サッカー *女4 女4 

  



推薦に基づく選抜 過去の検査問題 

年 度 作 文 課 題（５０分：７００字以内） 

令和６年度 

メジャーリーグベースボールにおいて2023年にMVP（最優秀選手賞）に選出された大谷翔平選手は、「無駄な試合や無駄な練

習というのはない」という発言をしています。それは目標を達成するためには「失敗」と「成功」を繰り返しながら次につな

げていくことが大切である、ということです。 

この発言を踏まえて、あなたのこれまでの経験をもとに飛鳥高校でどのように目標を達成していきたいか、具体的に述べなさ

い。 

令和５年度 

「為(な)せば成る 為(な)さねば成らぬ何事も 成らぬは人の為(な)さぬなりけり」という言葉があります。どんなことでもや

ってみなければわからず、やり通すことで成し遂げられるという意味です。 

この言葉を踏まえて、飛鳥高校で特に力を入れて取り組みたいことを述べなさい。また、それを高校卒業後どのように社会で生

かしていきたいか具体的に述べなさい。 

令和４年度 

新しい一万円札の顔となる渋沢栄一は、「もうこれで満足だという時は、すなわち衰えるときである」という言葉を残していま

す。すなわち、いつでも現状に満足せず、向上心を高く持ち続けることが大切だということです。この言葉を踏まえて、中学校

三年間で向上心を持ち続け、努力したことを具体的に述べなさい。また、その経験をいかし、飛鳥高校ではどのような学校生活

を送っていきたいか具体的に述べなさい。 

令和３年度 

本校の教育目標の一つに「国際社会ですこやかにたくましく生き抜く基礎・基本を培う」とあります。あなたが考える、国際社

会で活躍するために必要となることを、「語学力」以外で一つあげ、その理由をあなたの経験や見聞をふまえて書きなさい。ま

た、それを身に付けるために飛鳥高校でどのように過ごしたいか、具体的に書きなさい。 

 

英語特別推薦の実技 過去の検査問題 

令和６年度  文章を読み、その文章について英語による問答を行う。 

 

在京外国人生徒対象入学者選抜 過去の検査問題 

年 度 作 文 課 題（５０分） 

令和6年度 

9月入学 

飛鳥高校でどのような活動を頑張りたいですか。理由も述べて下さい。（５４０～６００字） 

In what school activity do you want to do your best at Asuka?  Give your reasons. 

令和6年度 

4月入学 

あなたが最も気に入っている飛鳥高校の特色は何ですか。理由も述べて下さい。（５４０～６００字） 

What is the feature of Asuka that you like the most?  Give your reasons. 

令和5年度 

9月入学 

あなたの将来の目標は何ですか。またその目標を実現するために飛鳥高校で取り組みたいことは何ですか。 

（５４０～６００字） 

What are your future goals?  To reach your future goals, what do you want to work on at Asuka High School? 

令和5年度 

4月入学 

あなたにとって良い学校とはどのような学校ですか。理由も述べて下さい。（５４０～６００字） 

What is a good school for you?  Give your reasons. 

 

AI and education 

 

    Is ChatGPT a threat to the education system?  I don’t think ChatGPT poses* a threat.  It’s easy for adults to have doubts about AI and 

net-based education.  But the kids of today are digital natives and will have far less trouble collaborating* with advanced AI tech.  And 

ChatGPT is useful but it’s not a cure-all* solution to education.  It just gives an answer based on the data, rather than true understanding of 

the information.  The point is to draw out the best aspects of its technology and collaborate with it.  Teens can absorb much more 

information and knowledge than adults.  AI will help these teens a lot, but when they grow up, will there be jobs left for their generation? 

＊poses: ～をもたらす 

＊collaborating : 協力する、合作する 

＊cure-all: something that solves any problem 

  ( 120 words)                                                        


